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韓
国
の
躍
進
が
、
こ
の
と
こ
ろ
目
覚
ま

し
い
。
韓
国
企
業
連
合
が
ア
ラ
ブ
首
長
国

連
邦
か
ら
原
子
力
発
電
所
４
基
の
受
注
に

成
功
し
て
、
日
本
や
フ
ラ
ン
ス
に
衝
撃
を

与
え
た
の
は
、
約
１
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

２
０
１
０
年
、
韓
国
の
産
業
界
は
、
デ
ィ

ス
プ
レ
ー
、
メ
モ
リ
ー
半
導
体
、
造
船
で

世
界
第
１
位
、
携
帯
電
話
で
第
２
位
、
石

油
化
学
と
自
動
車
産
業
で
第
５
位
、
鉄
鋼

で
第
６
位
と
、
各
分
野
で
赫か

っ

々か
く

た
る
実
績

を
上
げ
た
。
サ
ム
ス
ン
、
Ｌ
Ｇ
な
ど
の
家

電
製
品
が
世
界
市
場
で
日
本
製
品
を
し
の

ぐ
シ
ェ
ア
を
獲
得
す
る
よ
う
に
な
っ
て
す

で
に
久
し
い
。

　

経
済
規
模
で
み
る
と
、
２
０
１
０
年
の

国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
約
１
兆
ド
ル
。

中
国
や
日
本
の
５
分
の
１
の
規
模
で
、
世

界
十
数
位
に
つ
け
て
い
る
。
約
８
９
０
０

億
ド
ル
の
貿
易
額
は
世
界
第
７
位
だ
。
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
実
質
成
長
率
は
、
経
済
開
発
協
力

機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
加
盟
国
で
は
最
高
の

６
％
台
に
回
復
し
た
。

　

先
進
国
の
後
発
勢
力
で
あ
る
韓
国
が
、

そ
の
産
業
構
造
に
お
い
て
も
、
ウ
ォ
ン
安

に
よ
る
価
格
競
争
力
で
も
、
他
の
先
進
国

の
企
業
よ
り
も
有
利
な
点
が
多
か
っ
た
上

に
、
韓
国
が
開
拓
し
て
き
た
新
興
国
市
場

の
急
成
長
に
う
ま
く
乗
る
と
い
う
幸
運
に

恵
ま
れ
た
の
は
確
か
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
も
、
そ
れ
は
韓
国
が
自
由
貿
易

協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
を
積
極
的
に
推
進
す
る

な
ど
の
戦
略
を
打
ち
立
て
、
時
流
を
捉
え

て
果
敢
に
行
動
し
た
結
果
で
あ
る
。
か
つ

国
際
情
勢
を
読
み
解
く
　
❶

  
２
０
１
２
年
問
題
を
控
え
、正
念
場
迎
え
る
李
明
博
大
統
領

  
―
好
調
な
経
済
を
基
盤
に
対
中
外
交
を
ど
う
展
開
す
る
か
読
売
新
聞
東
京
本
社
論
説
副
委
員
長　

山
岡 

邦
彦

韓国
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て
「
援
助
さ
れ
る
国
」
だ
っ
た
韓
国
は
、今

や
「
援
助
す
る
国
」
で
あ
る
。

　

国
際
的
な
人
材
で
は
、
潘
基
文
・
国
連

事
務
総
長
な
ど
が
活
躍
し
て
お
り
、
国
連

平
和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
に
も
、
11
カ

所
、
計
６
４
２
人
を
派
遣
し
て
、
世
界
で

32
番
目
の
貢
献
国
と
な
っ
て
い
る
。
日
本

の
、
５
カ
所
、
２
６
６
人
派
遣
（
第
48
位
）

を
上
回
る
立
派
な
業
績
で
あ
る
。
２
０
１

０
年
は
、世
界
の
主
要
20
カ
国
・
地
域
（
Ｇ

20
）首
脳
会
議
を
ソ
ウ
ル
で
主
宰
し
た
。２

０
１
２
年
に
は
、
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
サ

ミ
ッ
ト
を
招
致
し
て
い
る
。
李
明
博
大
統

領
が
言
う
よ
う
に
「
韓
国
は
、
世
界
秩
序

に
つ
い
て
い
く
だ
け
だ
っ
た
国
か
ら
、
世

界
秩
序
を
造
る
国
に
な
っ
た
」
の
で
あ
る
。

　

国
際
社
会
で
韓
国
の
存
在
感
は
、
も
は

や
揺
ら
ぐ
こ
と
は
な
い
。「
こ
れ
か
ら
の
10

年
は
、
韓
国
が
名
実
と
も
に
世
界
の
一
流

国
家
に
な
る
期
間
に
な
る
だ
ろ
う
。
韓
国

の
時
代
が
開
か
れ
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
李

大
統
領
の
将
来
展
望
も
、
現
実
味
を
帯
び

て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

分
断
国
家
の
厳
し
い
現
実

　

だ
が
、
韓
国
に
は
、
分
断
国
家
と
い
う

厳
し
い
一
面
が
あ
る
。
半
世
紀
以
上
、
政

治
的
、
軍
事
的
に
北
朝
鮮
と
対た

い

峙じ

を
続
け

て
い
る
。
そ
の
コ
ス
ト
は
極
め
て
大
き
い
。

　

朝
鮮
半
島
の
緊
張
が
高
ま
れ
ば
、
そ
れ

は
韓
国
社
会
の
安
全
と
繁
栄
に
た
だ
ち
に

影
響
し
て
く
る
。
株
価
の
急
落
や
投
資
引

き
揚
げ
な
ど
が
起
き
る
と
、
韓
国
経
済
が

た
ち
ま
ち
大
き
な
打
撃
を
被
る
こ
と
は
避

け
ら
れ
な
い
。

　

２
０
１
０
年
に
起
き
た
韓
国
海
軍
哨
戒

艦
の
撃
沈
事
件
と
延
坪
島
砲
撃
事
件
は
、

北
朝
鮮
問
題
が
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
最

大
の
安
全
保
障
上
の
懸
念
で
あ
る
こ
と
を
、

韓
国
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
や
米
国
、
中
国
、

ロ
シ
ア
な
ど
周
辺
関
係
国
す
べ
て
に
改
め

て
痛
感
さ
せ
た
。

　

北
朝
鮮
は
、
金
正
日
総
書
記
の
健
康
不

安
か
ら
、
ま
だ
27
歳
の
金
正
恩
氏
が
朝
鮮

人
民
軍
大
将
、
党
中
央
軍
事
委
員
会
副
委

員
長
の
要
職
に
抜
て
き
さ
れ
、
３
代
後
継

の
プ
ロ
セ
ス
が
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
行

方
に
は
不
安
定
さ
と
不
透
明
感
が
つ
き
ま

と
う
。
あ
る
日
突
然
に
異
常
事
態
が
発
生

し
て
統
制
不
能
に
陥
り
で
も
す
れ
ば
、
そ

の
混
乱
の
影
響
は
た
だ
ち
に
東
ア
ジ
ア
全

域
だ
け
で
な
く
、
世
界
に
及
ぶ
だ
ろ
う
。

　

こ
の
北
朝
鮮
に
ど
う
対
処
す
る
か
は
、

李
明
博
政
権
に
と
っ
て
最
優
先
の
政
策
課

題
だ
。

李
大
統
領
の
高
い
支
持
率

　

李
大
統
領
は
、
２
０
１
１
年
を
「
こ
れ

ま
で
の
成
果
を
土
台
に
、外
交
と
安
保
、経

済
と
生
活
の
質
、
政
治
と
市
民
意
識
な
ど

す
べ
て
の
分
野
で
力
強
く
跳
躍
す
る
１

年
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。
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今
年
の
経
済
の
目
標
は
、「
第
一
に
５
％

台
の
高
成
長
、
第
二
に
（
イ
ン
フ
レ
率
）

３
％
水
準
の
物
価
安
定
、
第
三
に
良
質
の

雇
用
創
出
と
庶
民
中
産
層
の
生
活
向
上
」

だ
。そ
の
た
め
の
具
体
的
項
目
と
し
て
、科

学
技
術
開
発
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
産

業
へ
の
支
援
、
原
発
輸
出
の
促
進
、
農
産

物
の
流
通
改
革
、
中
小
企
業
の
競
争
力
強

化
や
地
方
経
済
活
性
化
対
策
、
財
源
に
裏

打
ち
さ
れ
た
社
会
保
障
の
充
実
、
若
者
の

雇
用
対
策
、
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成

の
た
め
の
若
者
２
万
人
の
国
際
活
動
派
遣
、

日
本
や
中
国
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
促
進
な
ど
が
あ

る
。

　

政
策
の
遂
行
に
は
、
議
会
の
支
持
が
必

要
だ
が
、
与
党
ハ
ン
ナ
ラ
党
は
２
９
９
議

席
の
う
ち
過
半
数
の
１
７
２
議
席
を
占
め
、

野
党
の
民
主
党
87
議
席
を
大
き
く
引
き
離

し
て
い
る
。
大
統
領
に
と
っ
て
は
、
仕
事

の
や
り
や
す
い
環
境
に
違
い
な
い
。

　

国
会
選
挙
と
大
統
領
選
挙
が
行
わ
れ
て

選
挙
一
色
と
な
る
２
０
１
２
年
を
前
に
、

今
年
は
、
李
大
統
領
に
は
政
策
課
題
に
集

中
で
き
る
最
後
の
貴
重
な
１
年
で
あ
る
。

憲
法
規
定
に
よ
っ
て
大
統
領
職
を
連
続
し

て
務
め
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
た
め
、

李
明
博
氏
は
再
選
を
気
に
す
る
必
要
も
な

い
。
自
ら
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
、
思
い

切
っ
た
政
策
を
遂
行
で
き
る
は
ず
だ
。
大

統
領
の
支
持
率
は
高
い
水
準
に
あ
り
、
そ

れ
は
十
分
に
可
能
で
あ
ろ
う
。

悪
化
し
た
安
保
環
境
へ
の
対
応

　

し
か
し
、
何
よ
り
重
要
な
の
は
、
朝
鮮

半
島
の
平
和
を
い
か
に
確
保
す
る
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

韓
国
民
の
間
で
は
、
こ
の
10
年
間
、
朝

鮮
半
島
情
勢
が
不
安
定
だ
と
い
う
不
安
感

が
右
肩
上
が
り
に
募
っ
て
い
る
。

　

２
０
０
０
年
に
初
め
て
南
北
首
脳
会
談

が
開
か
れ
た
と
き
、
朝
鮮
半
島
に
も
ほ
ど

な
く
平
和
が
定
着
す
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
期
待
が
生
ま
れ
た
が
、
こ
の
10
年
を

振
り
返
れ
ば
、
そ
れ
が
幻
想
に
す
ぎ
な

か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
北
朝
鮮
は
２

度
の
核
実
験
で
「
核
保
有
国
」
を
標

ひ
ょ
う

榜ぼ
う

す

る
よ
う
に
な
り
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
開
発

を
進
め
て
い
る
。

　

問
題
は
、
い
く
ら
和
解
と
交
流
を
喧け

ん

伝で
ん

し
て
も
、
軍
事
的
緊
張
の
緩
和
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
が
な
く
、
安
保
分
野
で
南
北

間
の
信
頼
醸
成
措
置
が
講
じ
ら
れ
な
い
で

い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
李
明
博
政
権
に
は
、

国
民
の
安
保
に
対
す
る
不
安
感
を
解
消
し

て
い
く
責
任
が
あ
る
だ
ろ
う
。
李
大
統
領

は
、
北
朝
鮮
が
武
力
挑
発
す
れ
ば
断
固
反

撃
す
る
と
表
明
し
、
さ
ら
に
抑
止
を
確
固

た
る
も
の
に
す
る
た
め
国
防
態
勢
の
改
革

を
進
め
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

米
国
と
の
同
盟
を
維
持
、
発
展
さ
せ
て
い

く
こ
と
は
も
と
よ
り
、
日
本
と
の
安
全
保
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障
協
力
を
進
め
る
こ
と
に
も
、
前
向
き
で

あ
る
。
日
米
韓
３
カ
国
連
携
の
強
化
は
抑

止
力
を
高
め
る
し
、
北
朝
鮮
で
緊
急
事
態

が
発
生
し
た
場
合
へ
の
備
え
を
整
え
る
こ

と
に
な
る
は
ず
だ
。
武
力
挑
発
を
抑
止
し

な
が
ら
、
２
国
間
あ
る
い
は
多
国
間
の
対

話
を
通
じ
て
、
北
朝
鮮
の
脅
威
を
削
減
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
対
北
朝
鮮

交
渉
の
戦
略
が
肝
心
だ
。

　

韓
国
の
保
守
派
と
進
歩
派
（
左
派
）
の

間
で
は
、
北
朝
鮮
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

の
仕
方
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　

進
歩
派
は
、
安
保
環
境
を
よ
く
す
る
た

め
の
手
段
と
し
て
北
朝
鮮
へ
の
経
済
支
援

促
進
を
重
視
す
る
が
、
保
守
派
は
、
北
朝

鮮
へ
の
経
済
支
援
は
安
保
環
境
を
改
善
し

た
後
に
す
べ
き
だ
と
い
う
立
場
だ
。
時
の

政
権
の
対
北
朝
鮮
政
策
は
、
こ
の
立
場
の

違
い
を
反
映
し
て
い
る
。

　

金
大
中
政
権
の
「
太
陽
政
策
」
は
、
南

北
間
で
交
流
や
交
易
を
伸
ば
し
て
相
互
依

存
関
係
を
深
め
て
い
け
ば
、
緊
張
も
緩
和

す
る
と
見
込
ん
で
い
た
。
経
済
的
な
支
援

を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
朝
鮮
の

変
化
を
促
す
と
い
う
考
え
方
は
、
次
の
盧

武
鉉
政
権
に
引
き
継
が
れ
、
左
派
政
権
２

期
10
年
に
わ
た
っ
て
推
進
さ
れ
た
。

　

保
守
派
は
、
太
陽
政
策
と
い
う
融
和
政

策
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
半
島
を
と
り
ま
く
安

全
保
障
環
境
は
10
年
前
よ
り
悪
化
し
た
、

と
手
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
カ
ネ
で
安

全
を
買
う
や
り
方
は
核
や
ミ
サ
イ
ル
の
開

発
に
使
わ
れ
、
さ
ら
に
搾
り
取
ら
れ
る
だ

け
で
安
保
改
善
は
遠
の
く
と
見
て
い
る
。

　

逆
に
左
派
は
、
朝
鮮
半
島
の
緊
張
を
高

め
て
い
る
の
は
、
李
明
博
政
権
の
北
朝
鮮

に
対
す
る
強
硬
姿
勢
そ
の
も
の
だ
、
と
反

発
し
て
い
る
。

李
政
権
の
対
北
朝
鮮
政
策

　

10
年
ぶ
り
の
保
守
派
政
権
、
李
明
博
政

権
は
、
大
規
模
な
経
済
協
力
は
、
北
朝
鮮

が
核
放
棄
を
し
た
後
に
行
う
方
針
を
明
示

し
て
い
る
。「
非
核
・
開
放
・
３
０
０
０
」

と
い
う
の
が
そ
れ
だ
。
北
朝
鮮
が
核
兵
器

を
放
棄
し
て
開
放
の
道
を
進
む
な
ら
、
国

際
社
会
と
協
力
し
て
、
10
年
以
内
に
北
朝

鮮
住
民
の
年
間
所
得
を
３
０
０
０
ド
ル
に

す
る
よ
う
積
極
的
に
努
力
す
る
、
と
い
う

も
の
だ
。
左
派
政
権
下
で
行
わ
れ
て
い
た

大
規
模
な
肥
料
、
食
糧
支
援
は
停
止
さ
れ
、

哨
戒
艦
撃
沈
後
は
交
易
も
や
め
た
。

　

韓
国
と
北
朝
鮮
が
か
つ
て
繰
り
広
げ
た

体
制
の
優
位
性
を
競
い
合
う
経
済
建
設
競

争
は
、と
っ
く
に
勝
負
が
つ
い
て
い
る
。２

０
０
９
年
の
南
北
経
済
指
標
資
料
（
韓
国

統
計
庁
ま
と
め
）
に
よ
る
と
、
国
の
豊
か

さ
を
示
す
国
民
総
所
得
（
Ｇ
Ｎ
Ｉ
、
名
目

値
）
で
は
韓
国
８
３
７
２
億
ド
ル
に
対
し
、

北
朝
鮮
は
２
２
４
億
ド
ル
で
、
37
・
２
倍

の
開
き
が
あ
る
。
１
人
当
た
り
Ｇ
Ｎ
Ｉ
で
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北
朝
鮮
は
１
０
０
０
ド
ル
に
満
た
ず
、
韓

国
の
約
18
分
の
１
に
過
ぎ
な
い
。

　

こ
の
圧
倒
的
な
経
済
力
の
格
差
こ
そ
、

韓
国
に
と
っ
て
は
北
朝
鮮
を
動
か
す
重
要

な
手
段
で
あ
る
。経
済
支
援
を
テ
コ
に
、ま

ず
北
朝
鮮
に
「
変
化
」
の
決
断
を
迫
ろ
う

と
い
う
の
が
李
政
権
の
構
想
な
の
だ
。

　

大
統
領
が
示
し
て
い
る
対
北
朝
鮮
政
策

の
全
容
は
、次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。ま

ず
平
和
統
一
を
目
標
に
、
朝
鮮
半
島
の
安

全
と
平
和
を
保
障
す
る
「
平
和
共
同
体
」

を
構
築
す
る
。
そ
れ
に
は
何
よ
り
も
半
島

の
非
核
化
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ

ら
に
、
南
北
間
の
包
括
的
な
交
流
・
協
力

を
通
じ
て
北
朝
鮮
経
済
を
画
期
的
に
発
展

さ
せ
、南
北
経
済
の
統
合
を
準
備
す
る「
経

済
共
同
体
」を
造
る
。
こ
れ
を
土
台
に
、究

極
的
に
は
、
民
族
す
べ
て
の
尊
厳
と
自
由
、

生
活
の
基
本
権
を
保
障
す
る
「
民
族
共
同

体
」
構
築
へ
向
か
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
統
一
構
想
は
、
非
核
化

を
大
規
模
な
経
済
支
援
の
前
提
に
位
置
付

け
て
い
る
。
日
本
の
小
泉
首
相
（
当
時
）

が
金
正
日
総
書
記
と
２
０
０
２
年
に
署
名

し
た
日
朝
平
壌
宣
言
と
相
通
じ
る
原
則
と

い
っ
て
よ
い
。

　

大
統
領
は
、「
統
一
税
」
構
想
に
も
言
及

し
て
い
る
。
増
税
に
つ
な
が
る
と
し
て
世

論
が
強
く
反
発
し
た
た
め
、「
今
す
ぐ
課
税

す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
」
と
矛
先
を

引
っ
込
め
た
が
、
韓
国
が
自
ら
、
将
来
の

統
一
に
向
け
て
必
要
な
コ
ス
ト
負
担
を
考

え
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
注
目
に

値
す
る
。
統
一
へ
の
コ
ス
ト
を
、
長
期
的

に
は
北
朝
鮮
開
発
の
た
め
の
投
資
、
と
み

な
す
視
点
も
新
鮮
だ
。

　

統
一
税
を
論
議
す
る
場
合
は
、
非
核
化

の
過
程
に
お
け
る
必
要
コ
ス
ト
か
ら
、
経

済
支
援
の
規
模
、
統
一
後
の
格
差
是
正
に

要
す
る
資
金
に
至
る
ま
で
、
20
〜
30
年
先

を
見
越
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
の
提
示
が
欠
か
せ

な
い
。
日
本
な
ど
関
係
諸
国
と
の
協
議
も

当
然
、
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

２
０
１
２
年
問
題
と
外
交

　

李
大
統
領
は
外
交
の
方
向
性
に
つ
い
て
、

「
統
一
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
東
北
ア
ジ
ア
協

力
外
交
を
強
化
す
る
」「
緊
密
な
利
害
関
係

が
あ
る
各
国
と
信
頼
を
さ
ら
に
深
め
、
互

恵
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
す
る
」

と
述
べ
て
い
る
。

　

韓
国
の
こ
う
し
た
方
針
を
受
け
て
、
北

朝
鮮
の
核
廃
棄
を
目
指
す
６
カ
国
協
議
に

参
加
し
て
い
る
日
米
中
韓
露
５
カ
国
は
、

北
朝
鮮
の
異
変
へ
の
備
え
も
含
め
た
政
策

調
整
を
、
今
年
は
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
韓
国
を
は
じ
め
ほ
と
ん
ど
の

国
が
、
来
年
は
政
権
交
代
の
年
で
あ
る
た

め
、
年
内
に
は
基
礎
を
固
め
て
お
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

前
述
し
た
通
り
、
韓
国
は
来
年
、
国
会
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選
挙
と
大
統
領
選
挙
が
行
わ
れ
る
。
米
国

は
来
年
11
月
が
大
統
領
選
挙
だ
。
中
国
も

来
年
秋
の
共
産
党
大
会
で
、
党
総
書
記
は
、

胡
錦
濤
国
家
主
席
か
ら
習
近
平
国
家
副
主

席
に
変
わ
る
。
ロ
シ
ア
も
来
年
、
大
統
領

選
が
行
わ
れ
る
。

　

２
０
１
２
年
は
、
北
朝
鮮
で
も
、
金
正

恩
氏
が
後
継
者
と
し
て
正
式
に
ナ
ン
バ
ー

２
の
座
に
就
い
て
、
権
力
継
承
が
本
格
化

す
る
と
み
ら
れ
る
。
故
金
日
成
主
席
の
生

誕
１
０
０
年
の
来
年
に
は
、「
強
盛
大
国
の

大
門
を
開
く
」
と
し
て
、
国
民
の
生
活
水

準
の
向
上
な
ど
を
公
約
し
て
い
る
。
強
硬

姿
勢
か
ら
対
話
姿
勢
に
転
じ
る
、
い
つ
も

の
戦
術
を
駆
使
し
て
、
経
済
の
窮
状
打
開

や
、
中
国
へ
の
過
度
な
依
存
か
ら
の
脱
却

を
図
ろ
う
と
す
る
の
だ
ろ
う
。

　

世
界
の
成
長
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
東
ア
ジ

ア
の
平
和
秩
序
を
脅
か
し
て
い
る
の
は
、

北
朝
鮮
の
核
兵
器
開
発
問
題
で
あ
る
。
北

朝
鮮
に
核
放
棄
の
決
断
を
う
な
が
す
た
め

に
は
、
５
カ
国
が
一
致
し
て
行
動
す
る
必

要
が
あ
る
。
だ
が
、
現
実
に
は
各
国
の
思

惑
の
違
い
を
北
朝
鮮
に
見
透
か
さ
れ
、
揺

さ
ぶ
ら
れ
続
け
て
き
た
。

　

韓
国
に
と
っ
て
、
最
も
難
し
い
の
は
対

中
外
交
だ
ろ
う
。
中
国
は
、
韓
国
に
と
っ

て
は
最
大
の
貿
易
相
手
国
だ
。
相
互
依
存

関
係
を
深
め
つ
つ
、
信
頼
醸
成
の
枠
組
み

も
機
能
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一
方
の
中
国
は
、
核
兵
器
を
放
棄
す
る

よ
う
圧
力
を
か
け
て
北
朝
鮮
体
制
が
崩
壊

す
る
こ
と
を
何
よ
り
も
恐
れ
て
い
る
。
北

朝
鮮
が
、
米
国
と
同
盟
す
る
韓
国
に
よ
っ

て
吸
収
統
一
さ
れ
れ
ば
、
中
国
は
米
韓
勢

力
と
国
境
を
接
す
る
こ
と
に
な
る
。
緩
衝

地
帯
を
失
う
よ
り
は
、
現
状
維
持
を
望
ん

で
い
る
。
そ
の
中
国
に
、
北
朝
鮮
へ
の
庇ひ

護ご

姿
勢
を
や
め
さ
せ
る
た
め
、韓
国
は
、日

米
韓
の
連
携
強
化
の
必
要
性
を
認
識
し
て

は
い
る
が
、
同
時
に
、
そ
れ
が
中
国
を
警

戒
さ
せ
強
硬
路
線
を
と
ら
せ
は
し
な
い
か

と
い
う
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。

　

日
本
か
ら
す
れ
ば
、
韓
国
で
政
権
交
代

が
起
き
れ
ば
、
対
北
朝
鮮
政
策
が
転
換
す

る
こ
と
は
な
い
の
か
、
と
い
う
点
を
注
視

し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

ま
だ
大
統
領
選
の
行
方
を
占
う
に
は
時

期
尚
早
だ
が
、
現
時
点
で
は
、
故
朴
正
熙

大
統
領
の
長
女
、
朴パ

ク

槿ク

恵ネ

元
ハ
ン
ナ
ラ
党

代
表
が
各
種
世
論
調
査
で
支
持
率
30
〜

40
％
で
断
然
、抜
き
ん
出
て
い
る
。
野
党
・

民
主
党
は
、
金
大
中
、
盧
武
鉉
両
大
統
領

が
な
く
な
っ
た
た
め
に
運
動
の
求
心
力
を

欠
い
て
お
り
、
意
気
が
上
が
ら
な
い
。
今

の
と
こ
ろ
は
、
保
守
政
権
が
継
続
す
る
可

能
性
が
大
き
い
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

（
や
ま
お
か 

く
に
ひ
こ
）




